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神奈川土建横須賀三浦支

部、年金者組合横須賀支部、 

医労連神奈川みなみの参加者

は、それぞれ固まって席を取

り、交流していました。 

 土建の皆さんは、例年どお

り、クルージングが終わる頃

には、フラダンスの面々とす

っかり打ち解け、ご覧の通り

の集合写真。藤枝事務局長

は、「私がいなかったぁ」

と、悔しそうでした。 

8/25（日）、恒例のクルージ

ングに 39名が参加しました。 

今年は、室内に席が設けら

れ、席の真ん中でフラダンス

が行われました。 

台風の影響で、雨が心配さ

れましたが、当日の天気は全

く問題なく、クルージングを

楽しむ事が出来ました。 

一人一つのお弁当は、今年

は１００円値上がりしました

が、内容が充実していました。

   

  
うわまち病院労組が、 

名古屋の会議に参加！ 
地域医療振興協会労組対策会議が名古屋で開催され、うわま

ち病院労組から、加藤委員長が参加しました。愛知県の、あま

市立病院が地域医療振興協会の指定管理となり、名古屋での開

催となったものです。 

６月の診療報酬改定で、特別処遇改善手当（約６千円）が支

給される事になりましたが、地域医療振興協会は、国立病院に

給与を合わせる手当としたため、中堅層の金額が低くなってい

ます。一方で、５月まで支給されていた、看護補助者の処遇改

善手当（約６千円）が廃止となるため、大幅賃下げとなる人が

発生します。これに対し、日本医労連の交渉で、差額を補填す

るとの回答が出ました。 

 

 

 
かがみ田苑では、次期指定管理の獲得に向

けて、9/30 のプレゼンテーションを準備中で

す。指定管理公募に対し、6/21 の「かがみ田

苑応募者説明会・現地案内」に参加したのは

事業団のみ、またその後の「公開質問提出」

も、事業団のみでした。しかし、７月末締切

の公募に対し、「申請期限が切れているのに、

まだ書類のやりとりしている」との内部告発

がありました。事業団はこれに対し、匿名で

あり、具体的な内容がなく、また担当課の名

前を間違えている事を理由に、調べようとし

ません。市も、「期限を過ぎて申請を受けた事

実はありません」と言っています。 

組合は新規勧誘により 9 名加入して 34 人

になり、8/27 8 時に組合員 17 人で施設長

室にて、組合見解、声明文、団体交渉要請書

を手渡しました。特に「（対抗馬への）転籍

拒否の声明文」は岩永委員長が本文を読み上

げ、手渡しました。団体交渉は、事業団での

雇用責任と雇用継続をストライキを構えて要

求するものです。組合では、プレゼンを全力

で準備しつつ、対抗馬辞退と事業団再指名勝

ち取りを狙って奮闘しています。 

クルージングに３９名参加！ 
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